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◇“奉仕の理想”

◇出席報告

会貝 55名 出席31名

出席率 56.36％

前回 4月19日 （修正出席率) 100%

◇ビジター紹介 145名

◇お誕生日祝福

永井夫人(4/16)、谷口君(4/23)、原夫人(4/24)、

竹内夫人(4/27)、佐野夫人（4/29)、秋山君
（5/2）

◇ニコボックス

谷口暢宏君お世話になります。誕生日祝
い◎

新美 敢君本日は、お世話になります。

秋山茂則君60年間生きてきました。

これから後何年あるか楽しみに生きて行きま

す。誕生日祝い。

永井正義君竹内真三君佐野 寛君
夫人誕生日祝い。

へ原富士雄君夫人誕生日祝い。結婚記念日
祝い。

◇堀江副幹事報告

1．第260地区松本空港RC(5/29)、第261

地区金沢香林坊RC(6/18)より認証状伝達

式のご案内がきております。参加希望の方

は事務局までお申し込み下さい。

◇武内副会長挨拶

本日は、会長、幹事がガバナー慰労懇親会

に出席しておられますので、私が代わってご

挨拶申し上げます。

本日はファイアサイドミーティングという

蝋で、皆さんお時間の許す限り懇瀧を深めて

いただきたいと思います。

一第276地区協議会報告へヘヘヘー､‐

於4/24（日） 江南市｢|了民会館

一会長部会一新美次期会長

次年度RI会長ロイス・アビー、地区ガバ

バナー高沢隆両氏。テーマ「ロータリーに活

力を－あなたの活力を」。12の要請課題、特

に例会の満成と内容のマンネリイ団丁破、楽し

いクラブを作るための具体的実行、出席率、

会員蝋強、地区大会及び新クラブ式典の参加

奨励、財団寄与率、諸活動の検討評価と4半

期ごとの報告義務など。参加クラブより翻訳

をもっと日本人的にとの要望がなされた。み

なさんの深いご理解とご協力をお験いいたし

ます。

1988～89年度の各クラブ会長と地区ガ

バナーへの12の要請課題

1． 活動に参加する機会をつくる。

2． 例会の構成と内容のマンネリ化を打破する。

3．情報集会を開く。

4． 10パーセントの会員増強の目標をたてる。

5． 若い人の会員を入会させる。

6．主要なプロジェクトを開始して完了させる。

7． 地区大会への参加を奨励する。

8．財団プログラムを支持する。

9．財団基金への寄付を推進する。

10．成功させることが出来る背少年活動を開

発する。

11．諸活動を検討評価し、報告する。4半期

ごと） ~

12．指導者養成プログラムを開発する。

※各クラブからの報告のうち、良いクラブに

はRI会長より感謝状が送られる。

－幹事部会一 堀江次期幹事

①次期地区幹事の石川和昌君（豊橋RC)
からの挨拶及び注意事項が述べられた。

幹噸の任務は会の述営に大きな役割をもつ

ものであり、会の運営に寄与してほしいと

の要請があった。
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②ロータリー手続要覧、幹事要覧等を勉強

し、会の運営に支障が葱いように注意する
こと。

③公式訪問日、月間出席報告提出日、 クラ

ブ行事、地区行事、世界大会等年間予定表
の作成。

④クラブ定例報告と送金に就いて㈱

⑤クラブの充填、未充填職業分類表の早期
作瑛。

－クラブ奉仕部会一

佐野次期クラブ奉仕委員長

。古い会員と新しい会員潅融和させるにはど

うしたらよいか。

楽しい例会を考えてクラブの活性化をはか

る、長老支配の運営鞍考え直す、新会員の

教育は早い時機に行う幹事の手伝い等をし
てクラブの同化をはかる｡婦人同伴のファイア

サイドミィーテング等で相互理解を深める。

。R情報を会員に徹底させるにはどうしたら

よいか。

ロータリー情報を各委員会で重点的に活用

の手段巻検討し会員に徹底させる。

。 「ロータリーc醐反」地区委員長としての要望

ロータリーの情報紙であるので、読んで情

報を得る、雑誌委員は月始めの例会でスピ
ーチを行うところもある。

o各クラブ広報の活動状況及び次年度計画

マスコミとのかかわりを持つことは難しい

が市民にロータリーの奉仕活動建アピール

して行く。

－会員増強部会一

大谷次期会員増強副委員長

リーダーの宮本次期会員増強委員長から、

会員増強の必要性、職業分類・会員増強・会

員選考各委員会の役割、会員増強の具体的方

法、拡大と分割、会員への理解の求め方の5

項目について詳細葱意見が述べられた。

ここ四年間は、毎年ほぼ5影の増強が行わ

れ、本年も3.95％を達成しているが88～89年

度については、 10形の会員増強の目標を建て

てほしいとの要請がなされた。

アドバイザーとして出席された田中ガバナ

ーは、数も大切であるが質も重視したい。分

類表の未充填を充填してほしい。会員増強の

ネックは、 「自分のクラブの適正人員はこれ

位だ」などという毒えがあり、意識の改革が

必要であると述べられた。さらに会員増強の

理由として、年間の退会者は14万人にも及び、

その補充。 日本の中心にある276地区の発言

力の強化、世界における日本の地位の向上の

三点が強調された。

－職業奉仕部会－

久保田次期職業奉仕委員

(1) RI職業奉仕委員会が去年、40年振りに

召集され新しい基本方針が採択された。

従来は「ロータリアン各自が、自己の職場
で自己の職業に個人的に寄与することに重
点を置いてきたが、今後は「職業奉仕はク

ラブと会員個人の双方の責任である」とし、

クラブ自体の職業奉仕活動を活発化させる

ことに新方針採択の主眼点がある。

即ち、職業奉仕に関するクラブの役割は、

クラブ自身の行動により各会員に職業奉仕
の模範を示し、各会員の役割はクラブが実

施する職業奉仕活動に積極的に参加すると

ともに、従来通り自己の職場に於て自己の

職業に個人的に寄与することである。

(2)新方針（クラブ自体の積極的に職業奉仕

活動）を実施するにあたり、 4つの小委員
会を設置する。

①就職相談

②職業指導
③職業情報

④職業活動表彰

一社会奉仕部会－

秋山次期社会華仕委員長

社会奉仕の次年度の活動については、 とく

fこRIからの意向は示され葱かつたので276

地区としては、昨日（地区協議会の前日）の

地区幹部研修会において従来までの活動の見

直しの中で、 より充実した奉仕の展開をはか

っていこうとの方針をかためた。バッヂをつ

けてめしを食うだけのRCでは鞍く、 また、

何でも金を出せば事足りるでなく、行為の伴

う奉仕、つまり体と心の奉仕をもっと加味す

ることが望ましい奉仕であり充実した奉仕に

なり、活力をもたらすと地区委員長の要望が
述べられた。

－国際奉仕部会一

尾関次期国際奉仕委員長

下郷次期委員長より、来る6月21日に旧尾

張第一分区の新旧委員長会議鞍行いたいとの

報告があり、つづいて木本青少年交換委員長

より、 1989～90年度の交換学生募集につい

ての説明と要請があった。 276地区としては

オーストラリア4～5名、 アメリカ、 カナダ

10～11名を予定しており、対象は高校生（出

発時16～18才）で、今年7月末日までに希望

者は申請をして欲しいとの事であった。ただ

推薦クラブは来日学生を同数受け入れる事が

条件となる。 ちなみに1988～89年度の青少年

交換計画は、オーストラリア2名、 アメリカ、

カナダ7名である。未だ一度も申し出の葱い

RCが、全体の2/3近くあり、 それらのRC

には積極的葱推薦をお願いしたいとの事であ

った。大竹国際友好委員長より世界社会奉仕

視察旅行と云う事で、 フィリフピンヘの視察

の提案があった。又、水野世界社会奉仕委員
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長より国際奉仕予算の増額と、こちらからは
国際奉仕では、受け入れる先方からは社会奉
仕になるので、息の長い長期的な奉仕活動が
必要であるとの発言があった。高沢ガバナー
ノミニーよりの伝言として、英文の“ロータ

リーの友”の購読要請があり、各クラブで何
部かを購読して欲しいとの事であった。
－青少年奉仕部会一

木全次期青少年奉仕委員長

1． 福山巧リーダー第276地区の同部会の
現状について説明があり、同委員が活発な
活動を展開するため、地区予算が大巾にア

ップされたことの報告と本年度の指針があ
げられました。

（1）青少年をいかにして立派な国際人に育
てるか。

（2）青少年奉仕活動にロータリーが模範と
ならなくてはならない。

2．奥谷博俊パストガバナーより年度標語の
「ロータリーに活力を－あなたの活力を｡」
をとりあげられこれは実践行動を要請され

ており青少年奉仕活動に挑戦して頂きたい

と要望が出されました。

3． 加藤守AL、岡田一秀AL、中根比呂志
ALより青少年奉仕活動の反省、インター

アクトの活動の実例と今後の活動計画、 ロ

ータリーアクトの組織率の実状と全国27地

区のうち276地区は24位である等の報告が

あり、ロータリアンの子弟又は従業員によ

って構成員の1/2以上にしてゆきたいとの
ことでした。

－ロータリー財団部会一

一米山記念奨学部会一

三輪次期米山記念奨学委員長

R財団と米山部会は、第八分科会として合
同部会が開催された。

R財団は、ポールハリスフェロー増員の努
力、奨学生の質の向上、教育、一般へのPR、
そしてポリオプラスの問題が提起された。

奨学生の問題としては、当クラブの深見君
が、留学生としての経験からパネラーとして

意義ある話をされた。

ポリオプラスの件はロータリー創立100周
年の西歴2005年を目標に地球上から小児マヒ

を撲滅する連動をWHO等と協力して、ワク

チンを全世界に供給する事業を行う。予算は

約200億円で、日本としてはそのうち40億円
を期間内に分担するということである。これ

は全員一人40,000円相当になるそうです。

米山奨学事業は、在月留学生をその対象と

している点で、R財団の学生の海外派遣を受

け入れ、国際青少年交換とは全く異なった、

日本のロータリー独自の国際奨学制度であり
ます。

現在の日本における外国人留学生の受け入
れ規模は、残念ながら欧米諸国に比較して極
めて貧弱であり、日本政府が留学費用を支出
する。いわゆる国費留学生に対しては、その

受け入れについていろいろ便宜がはかられて

いますが、それ以外の外国政府派遣留学生を
含む留学生に対する受け入れ体制や民間の奨
学制度はまだまだ不備であり、このような留
学生を対象とする米山奨学事業は、民間最大
の国際奨学事業であるようです。留学生の中

には、国許からの送金に制約のある者も多く、
日本での留学には大きな苦労をともないます
ので、我々の援助の一層の強化及びカウンセ

ラーとして対話と親睦の機会を提供する事業
が切実に望まれております。

一ファイアサイドミーティングーーーへ～
◇乾杯

きょう出席の会員の中で一番年長の北野君
に乾杯の音頭をお願いし、皆さんの御健康を
祈念いたしました。

へ

ヤル気満々の次期会長、次期幹事をかこん
で、話もはずみます。

今回のFIS,Mはガバナー慰労懇親会と重な
り、会長、幹事は欠席でしたが、途中でカラ
オケも入り、和気あいあいの内にお開きとな
りました。

◇例会変更のお知らせ

名古屋瑞穂RC 5/19㈱春の家族会の為、
5/15(日原良方面(ｼﾙｸﾛｰﾄ

博)にてPM12:30より

名古屋大須RC 5/19(木)F,SMの為、 PM
6:00より

名古屋北RC 5/20(金)F,S,Mの為、か茂免
（本店)にてPM5:30より

名古屋名東RC 5/24(火)夜間例会の為、
5/26㈱花野樹にてPM6:00

より

◇次回例会（5月10日）

講演 ‘､1900年代の荒凶について”

総合科学研究所長

正村史朗氏 （紹介力礁(正)君）
◇次々回例会（5月17日）

講演 “逆縁の菩薩”

内河法律事務所所長

内河恵一氏 （紹介石田君）

へ
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1 988～89年度理事役員・委員~ ~~

事（社会奉仕）

事（国際奉仕）

事（職業奉仕）

事（会 計）

事（直前会長）

事（直前幹事）

秋

尾

水

小

野

則

弘

也

宗

雄

章

敢

久

寛

輝

和

明

皓

山

関

野

池

村

見

茂

武

民

会 長（理 事） 新美

会長エレクト（理 事） 矢野

副 会 長(ﾂﾗ蕊） 佐野
幹 事（理 事） 堀江

副 幹 事 大口

S A A 鷲野

副 S AA(クラ奉仕副）久保田

理

理

理

理

理

理

勝

宏

弘

義

義

深

一二

委 員委員長 副委員長委員会

皓クラブ奉仕

出 席

職業分類

会 報

親睦活動

佐

吉

宮

魚

渡

野 寛

美

司

義

夫

久保田

鈴木

青山

菅原

池田

夫

章

孝

助

孝

義

正

正

元

春

三

続

助

元

夫

元

皓

康

雄

続

春

義

之

之

士

貞

銀

正

佳

佳

昭

義

淳

賀

銀

昭

民

昭

富

賀

義

正

太田 茂黒野

深見

伊藤

安藤

伊藤

永井

大矢

大矢

菊池

笹野

林

水野

安藤

菊池

江崎

菊池

久保田

三輪

原

水野

笹野

加藤

節

紘

常

辰

田

尾

津

辺

正

敏

宣

男

郎

彦

隆

和

夫

司

雄

大

江

宮

大

弘

民

紘

和

口

崎

尾

谷

郎

夫

二

清

一
一
一寿

一

敬

太

成

大

和

茂

治

雄

敏

誌

考

強

ム

北

黒

松

武

野

須

居

内

田

田

谷

田

雑

会

会

プ

良

和

正

員選

員増

ログラ 加藤大豊

へ

西村禎二竹内真三

野村義雄加藤敏昌

鷲野義明久保田 皓

小林 明小笠原 清

水野民也谷口暢宏

秋山茂則永井正義

木全昭二杉山貞男

尾関武弘西川豊長

浅井誠寿黒野貞夫

三輪 康石田耕嗣

小池 宗伊藤 孝

広 報

ロータリー情報

S A A

ニコボックス

職業奉仕

社会奉仕

青少年奉仕

国際奉仕

ロータリー財団

米山奨学

会 計

原 富士雄

小坂井盛雄
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